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●●● 平成28年度定時社員総会 ●●●

6 月 14 日（火）鹿児
島市において、公益社団
法人鹿児島県トラック協
会平成 28 年度定時社員
総会及び陸上貨物運送事
業労働災害防止協会鹿児
島県支部平成 28 年度通
常総会が開催され、151
名（ 委 任 状 99 名、 書
面による議決権行使者
214 名（県ト協））が出
席しました。

はじめに県ト協会長表彰及び無事故事業所表彰の表彰式を行い、永年勤続事業役員 5 名、
永年勤続従業員 39 名、無事故事業所 15 名の方々の表彰状の授与と披露を行いました。

続いて、黒木県ト協会長から「公益社団法人としての活動も少しずつ定着してきたように
感じる。トラック業界を取り巻く環境は、依然として厳しく、解決しなければならない課題
は、山積みだが、国土交通省や厚生労働省、県、警察の方々と連携を深め、会員の意見を聞き、

会員と県民のためのトラック協会として発展するよう、より一層の
取組みが必要となる。これからも、会員のための頼れる協会として、
皆様のご協力のもと運営していきたい。」と挨拶がありました。

また、全日本トラック協会から福本秀爾理事長が出席され、挨
拶がありました。

本田勝規鹿児島県企画部次長、江藤裕一九州運輸局鹿児島運輸
支局次長、山﨑秀一鹿児島労働局労働基準部健康安全課長、仮屋
浩治鹿児島県警察本部交通部長の祝辞を賜り、祝電が披露されま
した。

引続き議事に入り、定足数報告の後、
議長に黒木会長を選出し、鹿児島県ト
ラック協会の平成 27 年度決算書類の
承認、理事 19 名選任、監事 5 名選任
の件について審議が行われ、原案どお
り承認されました。続いて、陸上貨物
運送事業労働災害防止協会鹿児島県支
部についても審議が行われ、原案どお
り承認されました。
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●●● 平成28年度定時社員総会 ●●●

なお、役員改選に伴う理事 19 名選任、監事 5 名選任の件について承認後、臨時理事会を
開催し、下記のとおり互選されました。

（公社）鹿児島県トラック協会　新役員名簿
役　　職 氏　　　名 事業者名等

会　　   長 中　村　利　秋 中村運送 有限会社　代表取締役

副  会  長
鳥　部　敏　雄 セイコー運輸 株式会社　代表取締役
中　島　純　和 屋久島海陸運輸 株式会社　代表取締役
加　納　潤　一 株式会社 昭和貨物　代表取締役

専務理事 白　坂　　　功 常　　勤
常務理事 森　山　慶　三 常　　勤

理       事

末　永　知　弘 株式会社 末永建設　代表取締役
逆　井　　　望 牧迫運輸 株式会社　代表取締役
芳　田　　　明 株式会社 ユタカ産業　代表取締役
岩　下　一　光 有限会社 田島興業　代表取締役
菊　池　寅　峰 出水運輸センター 株式会社　代表取締役
岸　田　美津志 霧島運輸倉庫 株式会社　代表取締役
脇　　　通　吉 株式会社 脇通商　代表取締役
福　永　寿　一 有限会社 大姶良運送　代表取締役
三　苫　和　彦 日本通運 株式会社　鹿児島支店長
矢　野　　　健 株式会社 エーシーネットワーク　代表取締役
友　清　貴　和 鹿児島大学名誉教授
田　所　泰　博 鹿児島県経営者協会　専務理事
内　門　公　孝 鹿児島県社会福祉協議会　常務理事

監       事

伊　福　　　透 株式会社 鶏友サービス　代表取締役
濵　田　公　介 株式会社 根占殖産　代表取締役
有　村　住　美 株式会社 有村運送　代表取締役
初　田　　　健 株式会社 入来運送　代表取締役
永　田　福　一 鹿児島県中小企業団体中央会　専務理事

陸上貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部　新役員名簿
役　　職 氏　　　名 事業者名等

支　部　長 鳥　部　敏　雄 セイコー運輸 株式会社　代表取締役
副支部長 加　納　潤　一 株式会社 昭和貨物　代表取締役
常勤理事 森　山　慶　三 公益社団法人鹿児島県トラック協会　常務理事

理　　　事
三　苫　和　彦 日本通運 株式会社　鹿児島支店長
福　永　寿　一 有限会社 大姶良運送　代表取締役

監　　　事 有　村　住　美 株式会社 有村運送　代表取締役
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●●● 会長就任のご挨拶 ●●●

公益社団法人鹿児島県トラック協会
　会　長　　中　村　利　秋

会員の皆様方におかれては、日頃より協会活動へのご理解、ご協力をいただき、
誠にありがとうございます。
６月 14 日に開催された平成 28 年度定時社員総会において理事就任の承認を
いただき、理事会において第 13 代鹿児島県トラック協会会長を拝命いたしまし
た大隅南支部の中村利秋でございます。任期の２年間、会員の皆様方にはよろし
くお願い申し上げます。
私のモットーは『一生懸命』です。『今日できること、すべきことは、今日やる』
ということです。
鹿児島県トラック協会の歴代会長が『会員のための協会』、『会員を守る協会』
を運営方針として掲げてこられましたが、私もこの方針を継承し、これに加えて
『交通事故・労働災害防止』に向けた諸施策を強力に推進したいと思っております。
また、トラック運送事業の健全な発展には「適正運賃収受」が大前提であり、
それを実現するためには「トラック運送業界の社会的な地位向上」が不可欠とな
ります。
このような社会的地位の向上のために働くのがトラック協会ではないでしょう
か。
このため、協会の運営にあたっては、個々の会員だけでは行うことのできない
広報事業や会員への原価意識高揚策の推進、適正な運送取引の確保、運送契約の
書面化の推進、交通事故防止のための安全運転支援機器等導入促進事業などの重
要な会員サービスを推進するとともに、役員、事務局一丸となり、会員企業の改
革・改善の支援・サポートに取り組み、会員に満足いただける協会づくりに邁進
したいと考えております。
これから、新たな船出となりますが、業界発展の為、精一杯頑張って参ります
ので、会員の皆様の更なるご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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●●● 会長退任のご挨拶 ●●●

●●● 役員退任のご挨拶 ●●●

公益社団法人鹿児島県トラック協会
顧　問　　黒木　一正

公益社団法人鹿児島県トラック協会
前監事　　堀口　洋輔

平成28年６月 14日に開催されました「平成28年度定時社員総会」
にて、私儀、黒木一正は、会長を退任いたしました。
鹿児島県トラック協会の役員として、平成 18年に監事を引き受け、
その後、平成 20 年に理事、平成 22 年に副会長、平成 26 年に会

長を拝命し、10 年間にわたり務めさせていただきました。その間、理事・監事の皆様はもとより、
会員事業所の皆様、そして協会事務所職員の皆様の絶大なるご支援・ご協力をいただきましたこ
と、心から感謝申し上げます。
業界には、さまざまな問題が山積しております。協会も公益法人へ移行して 3年経ちました。
今後、中村会長の新体制のもと、鹿児島県トラック協会が「県民のための協会」「会員のための
協会」のみならず、より一層発展されますようご祈念申し上げます。そして、会員の皆様におか
れましては、私に頂いたご支援以上に、新体制へのご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。
皆様方の今後ますますのご健勝とご発展をお祈りし退任の挨拶とさせていただきます。本当に
ありがとうございました。

平成 14 年総会において監事（学識経験者）就任を承認されて以来、
14 年間監事を努めさせていただきました。この間、協会も一般社団
法人から公益社団法人へと移行し、監事の責務もさらに重くなりま
したが何とか無事に役目を遂行できました。これもひとえに役員・

協会事務局職員の皆様方のご指導ご協力によるものと心から感謝しています。
最後に業界並びに協会のさらなるご発展を心から祈念申し上げます。
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●●● 役員就任のご挨拶 ●●●

公益社団法人鹿児島県トラック協会
理　事　　末永　知広

公益社団法人鹿児島県トラック協会
理　事　　逆井　望

公益社団法人鹿児島県トラック協会
監　事　　初田　健

先日の総会において鹿児島・種子屋久支部支部長として理事に就
任いたしました。
我々運送業界を取り巻く環境は、依然として厳しい状況下ではあ
りますが、業界発展のために最善の努力を尽くす所存でございます。
会員の皆様には、格別のご指導・ご鞭撻を賜りますようよろしく
お願い申し上げます。

この度新しく理事をさせていただくことになりました鹿児島南支
部支部長をしております鹿児島牧迫運輸株式会社代表取締役逆井望
と申します。皆様とともに鹿児島における運送事業をより快適かつ
スムーズに行うことができるように活動できればと思っております。
最近は若い世代の運送事業への定着のしにくさなどが新しい課題
だと思っています。皆様と一緒になって取り組んでいきます。よろ
しくお願いいたします。

今回、トラック協会の監事就任の話を頂いた時には「私の様な者
に勤まるだろうか？」と固辞しましたが、私も父親の代から、この
業界にお世話になり続けていますし、自分自身も五十代半ばとなり、
トラック協会にも、会員の皆様にも恩返しが出来ればとの意思で引
き受けることにしました。暫く、協会とも縁遠くなっており、知識
もありませんし、微力ですが、協会の発展に結びつく様に精進した
いと思います。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

平成28年度
第1回経営・近代化促進委員会

平成28年６月３日（金）

鹿児島県トラック研修センター

秋田県トラック協会青年部会への
物流出前講座に関する研修

平成28年６月２日（木）

宝山ホール

月 日

場 所

委員 5 名が出席し、下記事項に
ついて協議・報告しました。

（協議事項）
・第 40 回（平成 28 年度）第１期

近代化基金融資推薦申込みの審
査について

・インターンシップ導入促進支援
事業助成金交付要綱の制定につ
いて

第 1 期の申込みについて、審査
の結果「ポスト新長期融資」15 件
298,836 千円を県ト協枠で推薦し、公募融資枠を超えた「一般融資」2 件 30,000 千円、「ポ
スト新長期融資」3 件 77,750 千円を全日本トラック協会へ推薦することになりました。

また、インターンシップ導入促進支援事業助成金交付要綱については、提案どおり了承され、
次回理事会に諮ることになりました。

■内　容
（公社）秋田県トラック協会青年

部より、物流効率化委員会が実施し
ている高校生向けの物流出前講座に
ついて、事業内容等に関する研修依
頼があり、逆井委員を講師に研修を
行いました。

物流に興味を持ってもらうための
工夫について、活発な意見交換が行
われました。
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お知らせ掲示板

平成28年度「夏の交通事故防止運動」
平成 28 年７月 21 日（木）～７月 30 日（土）

『鹿児島の夏！　マナーが輝く　快適ロード』

夏の解放感、暑さによる疲労、レジャー先での交通量増加などに
よる交通事故の増加が懸念されるため、県民総ぐるみで交通安全運
動を展開し、広く県民に交通安全意識の普及啓発を図り、交通ルー
ルの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けることで交通事故防
止に資することを目的とする。

①飲酒運転・暴走等無謀運転の根絶

　～「飲酒運転８（やっ）せん運動」等の展開～

② 後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底

　～全席ベルト着用 !!　「します・させます運動」の展開～

③自転車の安全利用の推進

　～特に，自転車安全利用五則の周知徹底～

子どもと高齢者の交通事故防止

ス ロ ー ガ ン

目　的

運 動 の 最 重 点

運 動 の 重 点

8



お知らせ掲示板

様々な経営課題を抱える中小トラック運送事業者の皆様の経営改善のため、全ト協標準経
営診断システムによる 「総合的な経営診断（ステップ１）」、「経営改善相談（ステップ２）」
の２ステップ方式で経営改善を図る経営診断事業を実施します。

トラック運送事業の経営診断に豊富な経験を持つ専門家による診断を受けられた場合、経
営診断・経営改善相談費用の一部を全日本トラック協会が助成いたしますのでぜひご活用く
ださい。

◆診断費用
・総合的な経営診断（ステップ１）16 万円（税別）
・経営改善相談（ステップ２）　　　５万円（税別）
　※診断士の交通費は別途

◆助成金額
（１）会員事業者
　　①総合的な経営診断（ステップ１）：８万円 ( 診断費用 16 万円（税別）の２分の１)
　　②経営改善相談（ステップ２）：２万円

（２）会員事業者【安全性優良事業所（Ｇマーク事業所）】
　　①総合的な経営診断 ( ステップ１)
　　　10 万円【８万円（診断費用 16 万円（税別）の２分の１）＋２万円】
　　②経営改善相談（ステップ２）：３万円
　　※申請時において安全性優良事業所（Ｇマーク）を取得していること。

◆助成金予算
310 万円

◆申請受付期間
平成 28 年６月１日（水）～平成 29 年２月 28 日（火）
※予算枠に達した場合は、その時点で締切となります。

◆助成要件
全ト協または県ト協が推薦する中小企業診断士等が実施する「全ト協標準経営診断　　
システム」による診断を受診すること。

◆申請書ダウンロード先

全日本トラック協会　平成28年度経営診断事業

【申請・問合せ先】

公益社団法人鹿児島県トラック協会　総務企画課

TEL：099-261-1167

平成28年度経営診断受診促進事業助成のお知らせ
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お知らせ掲示板

独立行政法人自動車事故対策機構では、自動車による交通事故の防止と事故による被害者
の保護を目的とした経済的及び精神的な支援を行っています。具体的には、自動車事故の発
生を未然に防ぐための各種業務、重度後遺障害者に対する介護料の支給、自動車事故に遭わ
れた方やそのご家族のための育成資金の無利子貸付の制度がありますのでお知らせします。

○介護料の支給

自動車による交通事故が原因で、「脳」、「脊髄」又は「胸腹部臓器」に重度の後遺障害が
残り日常生活において「常時」又は「随時」の介護が必要な方に対する介護料の支給

●支給対象者　

①特 I 種（最重度）
　Ⅰ種の該当者のうち、一定の要件に該当する方

②Ⅰ種（常時要介護）
自動車損害賠償保障法施行令（以下、「自賠法施行令」といいます。）別表第一第 1 級 1
号又は 2 号に認定されている方など

③Ⅱ種（随時要介護）
　自賠法施行令別表第一第 2 級 1 号又は 2 号に認定されている方など
　（同等の傷害を受けた方が対象となる場合があります。詳しくは HP をご覧ください。）

頭部、脊髄または胸腹部臓器の損傷を受け、移動・食事・排泄など日常生活動作について、
常時の介護または随時の介護が必要な状態である方。

●支給方法

認定されて種別毎に
特Ⅰ種　68,440 円～ 136,880 円
　Ⅰ種　58,570 円～ 108,000 円
　Ⅱ種　29,290 円～ 54,000 円
※  [ 対象となる費用 ]：訪問看護等在宅介護サービス、介護用品の購入等（修理を含む。）、

消耗品の購入

●支給の制限

①次のような場合は支給できません。
・NASVA 療護センター等に入院したとき。
・他法令に基づく施設に入所又は介護料相当の給付を受けたとき等。
　※その他、支給できない条件がありますのでお問合せください。

②所得制限
・主たる生計維持者の合計所得金額が年間 1,000 万円を超えたときは支給できません。

「NASVA被害者援護制度」
介護料支給・交通遺児等貸付のご案内
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お知らせ掲示板

○交通遺児等育成資金の貸付制度

自動車事故が原因で保護者が死亡された方、または重度の後遺障害が残った方のお子様に
対する貸付

●貸付対象

自動車事故により保護者が亡くなられてたり、重い後遺障害を残すこととなった家族（生
活困窮家庭）の中学校卒業までのお子様

●貸付金額（無利息）

一時金（貸付時）15 万５千円、貸付期間中毎月 1 万円又は２万円
このほか、小学校、中学校に入学されるお子様を対象に入学支度金 (4 万 4 千円 ) の貸付
を行っています。（希望される方のみ対象となります。）

●返還

原則として 20 年以内の月々均等払い。
（進学・病気等による猶予制度等あり。）
※ 返済いただいた返還金は、他の交通遺児等へ貸し付けをするための貴重な原資となりま

す。

【お問合せ先】

自動車事故対策機構　交通事故被害者ホットライン

TEL:0570-000738
NASVA　被害者援護制度

11



お知らせ掲示板

整備管理者「選任前」研修が下記の通り実施されます。受講該当者及び受講希望者は、

別紙 の受講申込書（事前申込）に必要事項等ご記入の上、７月 13 日（水）【厳守】までに、
FAX（下記参照）で鹿児島県トラック協会にお申込みください。

注１：受講された方は、再度受講の必要はありません。
注２：整備士の資格を持っている方は、受講の必要はありません。

記

１．日　　時　　

平成 28 年７月 21 日（木）13 時 30 分から 17 時 00 分

２．場　　所　　

鹿児島県トラック研修センター
（鹿児島市谷山港２丁目４－ 15）

３．研修内容　　

①整備管理者制度の趣旨、目的について
②整備管理者の法定業務について
③その他

４．そ の 他　  

①受講者は当日「運転免許証」等本人確認が出来るものをご持参ください。
②研修受講者には、修了証明書が交付されます。
③ 駐車場については、鹿児島運輸支局構内（鹿児島市谷山港２丁目４－１）に駐車し

てください。研修会場には駐車できませんので、ご注意ください。

　　　　　　　　　　　　　

【お問合せ先】

（公社）鹿児島県トラック協会　適正化事業課

TEL：099-210-9498　FAX：099-262-5500

整備管理者「選任前
4 4 4

」研修の実施について
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お知らせ掲示板

例年、梅雨期及び台風期においては、各地で局地的大雨や集中豪雨が観測され、多数の人
的被害及び住家被害が発生していることから、今般、中央防災会議会長より「梅雨期及び台
風期における防災態勢の強化について」（平成 28 年 5 月 23 日付け中災防第 12 号）によ
り通知がありました。

下記の点に留意して防災態勢の一層の強化をお願いします。

１．災害の発生を未然に防止するため、防災事務に従事する者の安全確保にも留意
した上で、職員の参集や災害対策本部の設置等適切な災害即応態勢の確保を図
り、関係機関との機密な連携の下に、危険箇所等の巡視・点検の徹底などの取
組について万全を期すること。

２．地域における社会構造の変化、住民の居住状況、自然条件や地形等といった、
それぞれの地域の持つ特性に配慮し、市町村における可能な限り定量的かつわ
かりやすい避難勧告等の判断基準・伝達マニュアルの作成又は見直しに資する
情報の提供に努めること。

３．視聴覚障害等の情報が伝わりにくい要配慮者に対しても避難勧告等の情報が確
実に伝達されるような措置を促す等適切な取組を推進するとともに、市町村に
おける避難行動要支援者名簿の作成等を受けた要配慮者情報の共有の促進、福
祉避難所の指定等の促進等に努めること。

４．災害復旧事業施行中の箇所について、再度の災害発生及び復旧作業中の事故等
を防止するため、気象情報等に留意しつつ警戒監視を行う等、適切な措置を講
ずること。

５．災害が発生した場合、ボランティアによる支援活動が円滑に行われるよう、地
方公共団体、社会福祉協議会、ボランティア団体等との連携を促進し、必要な
情報の提供を行うとともに受援態勢の整備促進に努めること。また、ボランティ
アを受け入れるに当たっては、ボランティア保険への加入奨励、危険な作業の
回避等の安全確保対策を十分に講じるよう普及啓発を促進すること。

詳細は県ト協ホームページをご覧ください。

梅雨期及び台風期における防災態勢の強化のお願い（抜粋）
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お知らせ掲示板

鹿児島県高速道路交通安全協議会の入会についてお知らせします。
入会希望の方は下記連絡先までお問合せください。

●協議会の目的

高速道路における交通安全意識の普及高揚と交通事故防止を図り、安全かつ円滑な交通に
寄与することを目的とする任意の団体です。

●活動内容

（1）会員事業所に対する交通情報の提供
平成 27 年度は広報紙「安協ニュース」を（18 回）発行、高速道路における事故や大雪、

災害等による通行止め情報等を FAX やメール等で（74 回）タイムリーに提供しています。
さらに、上半期と年間の交通事故分析資料を配布しています。

（2）会員事業所への講習活動等の実施
①平成 27 年度は、会員事業所の 260 名の方が受講されています。
②会員事業所に改正道交法や交通事故防止等のチラシを配布しています。

（3）高速道路利用者に対する交通安全啓発活動の推進
①春及び秋の全国交通安全運動期間中におけるキャンペーン及び熊本・宮崎・鹿児島の

三県合同交通事故防止キャンペーンを実施しています。
②夏及び年末年始の交通事故防止運動期間中におけるキャンペーンを実施しています。

（4）優良事業所、優良運転者の表彰
平成 27 年度は、通常総会において会員事業所の中から 10 年間無事故無違反の優良運

転者 37 名を表彰しています。

（5）現会員状況
運送会社、バス事業所、タクシー業者、建設業者、自動車学校等 140 事業所が加入し

ており、年会費は、特別会員 30,000 円・一般会員 18,000 円となっています。
　（役員として、会長・副会長・理事・監事をおいています。）

【お問合せ先】

〒899-5231　姶良市加治木町反土1466番地

鹿児島県高速道路交通安全協議会

TEL・FAX：0995-63-5613

鹿児島県高速道路交通安全協議会の入会について
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お知らせ掲示板

トラック運送業界専用の団体生命保険　　　　　

「全国トラック事業グループ保険」制度のご案内

全国トラック事業グループ保険（災害保証特約付団体定期保険）は、トラック運送業界の
絆による助け合い制度で、全国で約１万名が加入しています。

●加入対象者：鹿児島県トラック協会会員事業者の経営者及び従業員

●グループ保険の４つの特徴
①医療機関の加入審査が不要
②業務上でも業務外でも 24 時間保障
③新規加入は 15 歳から 70 歳まで　継続加入はさらに 75 歳まで可能
④保険期間は１年（毎年更新）で低廉な保険料（全額損金算入）で幅広い保証

さらに配当金を還付　※平成 25 年度実績　55.4％

●保証内容と保険料（例：加入１口の場合）
●保証内容
不慮の事故による死亡・高度障害　170 万円
病気による死亡・高度障害　100 万円

●保険料（月額） （単位：円）

加入時年齢 性別 保険料 加入時年齢 性別 保険料

15歳～ 35歳
男 290

51歳～ 55歳
男 621

女 238 女 433

36歳～ 40歳
男 327

56歳～ 60歳
男 820

女 283 女 492

41歳～ 45歳
男 380

61歳～ 65歳
男 1,117

女 310 女 612

46歳～ 50歳
男 474

66歳～ 70歳
男 1,726

女 362 女 847

※年齢により加入口数の限度があります。

【加入申込み及びお問合せ】
大同生命保険株式会社　鹿児島支社

TEL:099-224-3434

三井生命保険株式会社　南九州支社（事務幹事）

TEL:099-226-6312
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お知らせ掲示板

【お問合せ先】 鹿児島県共同トラックターミナル㈱

 〒891-0122　鹿児島市南栄４丁目11番１

 　　・担当者 業務部　上加世田

 　　・電　話 099-267-6987

 　　・E-mail trk-uekaseda@ml.j-bee.com

鹿児島県共同トラックターミナル㈱より
空き保管庫・空きホームの募集の案内がありました

17



４月 14日に発生した「平成 28年熊本地震」につ

きまして、会員の皆様に義援金のお願いをいたしま

したところ、会員の皆様から心温まるご協力をいた

だき、６月末現在で約 3,000 千円の義援金をお寄せ

いただきました。

この義援金については、今後入金される分も含め

て、下記の通り配分させていただきますので、ご了

承くださいますようお願いいたします。

ご協力いただいた皆様に、厚く御礼申し上げます。

この度の地震により被災された皆様及び被災地の

一日も早い復興が進められることを祈念いたします。

記

全日本トラック協会	 1,000 千円（会員義援金）

熊本県トラック協会	 3,000 千円
	 （会員義援金及び県ト協支出）

公益社団法人鹿児島県トラック協会

会　長　　中　村　利　秋

「平成28年熊本地震」
義援金のお礼とご報告

情報
BOX
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初任運転者研修のご案内

「貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針」に
基づき、事業者は、初任運転者 (*1) に対して特別な指導を行うことが定められています。

下記の日程で、初任運転者に対する研修会を開催いたしますので、受講を希望する場合は、
受講申込書に必要事項をご記入いただき県ト協までＦＡＸ（０９９－２６１－３１１３）
にて申込みください。

受講修了された方には、受講証明書を交付します。

*1 初任運転者…【安全規則第 3条第 1項に基づき運転者として常時選任するために新たに雇い入れた者
( 当該貨物自動車運送事業者において初めてトラックに乗務する前 3年間に他の一般貨物
自動車運送事業者等によって運転者として常時選任されたことがある者を除く。）】

記

 １．日　　時 平成 28 年７月 29 日（金）９：00 ～ 17：00（予定）　（８時 30 分受付開始）
 ２．場　　所 鹿児島県トラック研修センター　２階　大講堂
 ３．講　　師 ドライビングアカデミーＯＮＧＡ　担当者（予定）
 ４．研修内容 1. トラックの安全な運転に関する基本的事項　　
 2. トラックの構造上の特性と日常点検の方法
 3. 交通事故を防止するために留意すべき事項　　　　　　
 4. 危険の予測及び回避
 5. マナー講座
 ５．対 象 者 初任運転者等
 ６．受 講 料 無 料
 ７．研修受講証 当研修の最後まで受講された方へ受講証明書を交付します。
 ※遅刻、途中退席、早退された場合については、受講証明書が交付されませんので、ご注意ください。 

 ８．受講人数 定員 40 名程度（申込期限：７月１日（金）まで）※ 6 月 27 日現在約 30 名申込み受付
 ※なお、先着順で申込み受付し、定員になり次第締め切ります。

 ９．そ の 他 昼食については、各自でご用意ください。
10．申込方法 「受講申込書」をご記入の上、お申込みください。

｝1 ～ 4 国交省告示内容

日常点検の方法、タイヤの特性
に関する実技も行う予定です。

（１時間程度）

10 15
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平成 28 年度第 1 回運行管理者試験が 8 月 28 日（日）鹿児島大学にて実施されますが、
県ト協では標記講習会を下記のとおり開催します。受講希望者は、「運行管理者試験対策
事前講習会受講申込書」に必要事項をご記入の上お申込みください。

近年の運行管理者試験は非常に難しくなっており、また、今回は前回の試験でも高い
合格率へと導いていただいた嘉村氏を講師としてお招きしますので、今回試験を受ける
方はぜひ本講習を受講されることをお勧めします。

前回の運行管理者試験における合格率
鹿児島県　　（全 国） 嘉村氏講習受講者

平成27年度第２回（H28.3.6実施） 26.6% 　（29.1％） 46.2%

1．開催日時・定員
日　　時 場　　所 定　員

①
平成28年8月20日（土）
　9:00 ～ 17:00（受付8:30 ～）

鹿児島県トラック研修センター 2階大講堂
鹿児島市谷山港2-4-15

100名

※定員になり次第、締切とします。

2．講 　 師  九州トラック交通共済協同組合　常務　嘉村公成　氏

3．受 講 料 2,000 円（テキスト代含む）　※当日、受付でお支払ください。
  （※鹿児島県トラック協会の非会員事業所は受講料が 5,000 円となります）

4．テキスト 講習会で使用するテキストは講師が監修したものを使用します。
  ※過去の出題問題も含めてより実践的な講習を予定しています。

5．申込締切 8 月 12 日（金）までにＦＡＸでお申込みください。

6．そ の 他 ※駐車場は、鹿児島運輸支局構内（鹿児島市谷山港２丁目４番１号）になります。
  講習会会場には駐車できませんのでご注意ください。
  ※昼食は各自ご準備ください。
  ※筆記用具はご持参ください。
  ※この講習は受験資格を得るための講習（基礎講習等）ではありません。

運行管理者試験対策事前講習会のご案内

【お問合せ・お申込み】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　適正化事業課
〒891－0131　鹿児島市谷山港２-４-15　TEL:099-210-9498　ＦＡＸ：099-262-5500

運行管理者試験対策事前講習会　受講申込書
■事業者名

■ 連 絡 先 （TEL）

受講者氏名 受講者氏名
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事前対策講習会を受講して、
高校２年生が運行管理者試験合格！

ドライブレコーダー導入促進助成に係る
対象機器追加等のお知らせ

南種子町にある有限会社林運送 林社長の孫、林辰二郎さん ( 高校２年生：16 歳）が、
２月に開催された試験対策事前講習会を受講し、３月に実施された平成 27 年度第２
回運行管理者試験に見事合格されました。

〇講習会について

講習会で勉強した内容は、ほぼ理解できた。

〇試験について

貨物自動車運送事業法関係等の法令に関する
問題は回答できたが、実務上の知識に関する
問題は、実務経験がほぼ無いので難しかった。
受験者が非常に多く驚いた。

父（林 辰男さん）

運送事業のことを少しでも理解してもらえれ
ばと思い受験させた。
合格し、とても喜んでいる。

県ト協及び全ト協では標記助成事業を実施していますが、下記の通り助成対象機器
が追加、型式が変更されましたのでお知らせします。

なお、同一事業において国の補助金が交付される場合、県ト協・全ト協は助成金を
交付しません。

ドライブレコーダー追加機器
・運行管理連携型
　堀場製作所　ドライブレコーダー機能付きデジタルタコグラフ　
 型式：DRT-7100-S

ドライブレコーダー対象外機器
・標準型
　株式会社ユピテル　トラック法人専用ドライブレコーダー　
 型式：BU-DR910T

【対象機器型式変更】
変更前 変更後

「くるま‐ i　MVT‐ 100T」 「くるま‐ i　MVT‐ 100NET」

元一社長（右）と辰二郎さん（左）

父親の辰男さんとご本人
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ETC2.0導入促進助成事業のご案内

今年度より ETC2.0 車載器の普及を図るため、ETC2.0 車載器を購入する会員事業
者に対して助成金を交付します。

購入を検討されている会員事業者の方々は是非ご活用ください。

◇対象車載器

ITS-TEA（（一財）ITS サービス高度化機構）が認定した ETC2.0 車載器とし、鹿児
島県内に登録している事業用貨物自動車に新たに購入し、装着したものとする。

◇助成対象者

ETC コーポレートカードを利用する会員を対象とする。
ただし、当協会会費未納及び社会保険等未加入の会員は、除くものとする。

◇助成額

①全ト協　1 台あたり　4,000 円
② 県ト協　全ト協申請台数の 30％を乗じた台数（小数点以下切り上げ）　1 台あた

り　1,000 円

◇助成金交付の請求

・ 請求時期については原則として、4 月 1 日から 9 月 30 日までに装着、支払いを
完了したものについては、10 月 10 日までに、また、10 月 1 日から 2 月 28 日
までに装着、支払いを完了したものについては、2 月 28 日までとする。

※ 国土交通省の「ETC2.0 車載器運行管理支援サービス」において購入支援を受け
た車載器及び割賦やリースにより導入した車載器については、助成対象としない。

◇添付資料

① ETC2.0 車載器購入内訳書、②社会保険等加入に係る誓約書、
③ 国土交通省「ETC2.0 車両運行管理支援サービス」社会実験における車載器購入

支援を受けていない誓約書
④ 請求書、納品書等明細（写）、⑤領収証等（写）、⑥装着車両の ETC コーポレー

トカード
⑦装着車両のセットアップ証明書（写）、⑧装着車両の自動車検査証（写）

※申請書・対象機器については、

　県ト協ホームページで確認されるか事務局までお問合せください。

【お問合せ先】

公益社団法人鹿児島県トラック協会　労働・環境課

TEL：099-261-1167
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平成28年度助成事業一覧

【労働・安全対策事業】
区
分 助成項目 助成額 

(単位：円）
予算額 

(単位：千円） 備　　　　　　　考

労
働
・
安
全
対
策
事
業

安全装置等導入促進助成金 全ト協対象機器 10,000 500 １事業者あたり10台まで　　

ドライブレコーダ機器
導入促進助成金

全ト協対象機器

4,200 登録台数（除く：被けん引車）の30％まで
（上限：１事業者20台まで）

 ・ 運行管理連携型 20,000
 ・ 標準型 10,000
 ・ スマートフォン活用型 3,000
全ト協の示した機器 
 ・ 簡易型 3,000 200 登録台数（除く：被けん引車）の30％まで（上限：１事業者10台まで）

※簡易型については機器価格１万円（税別） 以下ものについては、対象外。

ＥＴＣ2.0車載器購入促進助成金
※ＥＴＣコーポレートカード利用事業者が対象です。

ＩＴＳサービス高度化機
構が認定した車載器

1,000 1,500 県ト協：装着助成申請台数に30％を乗じた台数まで（１台につき1,000円）
4,000 全ト協：装着助成申請台数（１台につき4,000円）

アルコール検知器増強導入促進助成金 20,000 300 購入またはﾘｰｽ費用の１/ ２　１事業者２万円(上限）
適性診断機器導入助成金 50,000 50 導入費用の１/ ２　１事業者１セット・５万円(上限）
コボレーンシート導入助成金 30,000 200 導入費用の１/ ２（※ダンプのみ）　　１事業者３万円(上限）

貨物自動車ドライバー等
安全運転研修助成金

（特別研修） 
全ト協指定研修 
施設のみ（ＯＮＧＡ等）

各 研 修 機 関 
の受講料参照 1,000 受講料の７割助成（残り３割及び交通費等は、各社負担） 

ただし、Ｇﾏｰｸ事業所の場合、全額助成（交通費等除く）

県ト協（指定） 
ＯＮＧＡ  (10) 48,000 480 受講料の７割助成（残り３割及び交通費等は、各社負担） 

ただし、Ｇﾏｰｸ事業所の場合、全額助成（交通費等除く）
県ト協（指定） 
みゆき学園  (25) 32,400 810 受講料の７割助成（残り３割及び交通費等は、各社負担）

ただし、Ｇﾏｰｸ事業所の場合、全額助成（交通費等除く）
県ト協（指定） 
マジオＤＳ  (60) 15,120 907 受講料の７割助成（残り３割及び交通費等は、各社負担） 

ただし、Ｇﾏｰｸ事業所の場合、全額助成（交通費等除く）

免許取得助成金

大型免許 100,000

3,000
会員が負担した免許取得費用の１/ ２ 
大型免許　10万（上限）　大型免許（限定解除）　5万（上限）
けん引免許　５万円（上限）　中型免許（限定解除含む）　５万円（上限） 
１事業者２名まで

大型免許（限定解除） 50,000
けん引 50,000
中型免許（限定解除含） 50,000

睡眠時無呼吸症候群スクリーニングﾞ
検査等助成金（精密検査含む。） 
※事前申請が必要です。（精密除く）

一次・二次検査 5,000 800
登録台数（除く：被けん引車）50両未満の場合１事業者20名まで
*ただし、登録台数（除く：被けん引車）20台未満の場合は、登録台数（除
く：被けん引） まで
登録台数（除く：被けん引車）50両以上の場合１事業者30名まで

精密検査 10,000 50 ※精密検査１万円（上限）　　１事業者２名まで

健康診断助成金
（定期健康診断） 定期健康診断 1,500 2,500

登録台数（除く：被けん引車）50両未満の場合１事業者15名まで（上限）
*ただし、登録台数（除く：被けん引車）15台未満の場合は、登録台数（除
く：被けん引）まで 
登録台数（除く：被けん引車）50両以上の場合１事業者30名まで(上限） 

（共通）常時選任運転者１人あたり1,500円（１人につき１回のみ）
突発性

運転不能
障害疾患
予防対策
助成金

脳ドック・心臓ドック検査 脳ドック・心臓ドック検査 10,000
50

１事業者２名まで

てんかん検査 てんかん検査 5,000 １事業者２名まで

適性診断
一般診断（2360名） 1,150 2,714 2,300円の半額助成　（上限：１事業者登録車両数１．２倍まで）
初任診断（1000名） 1,150 1,150 4,700円の一部助成
適齢診断（80名） 1,150 92 4,700円の一部助成

運転経歴証明書申請助成金 運転記録証明書 630 5,300 全額助成　１事業者登録車両数１．２倍まで
運行管理者等一般講習受診助成金 一般講習 3,100 3,100 全額助成
セーフティー・チャレンジ180参加助成金 参加費 1,650 627 １チームあたり参加費1,650円助成　※受付終了

【環境・エネルギー対策事業】

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
|

対
策
事
業

低公害車導入促進事業助成金 
※事前申請が必要です。

天然ガス車 2トン  234,000 
4トン  600,000 390

※全体（CNG・ハイブリッド）を通して１事業者１台まで
　２トン　234,000 ／４トン　600,000 

ハイブリッド車 2 トン  193,000 
4 トン  431,000

※全体（CNG・ハイブリッド）を通して１事業者１台まで
　２トン　193,000 ／４トン　431,000

ＥＭＳ用機器導入促進助成金 全ト協選定機器 10,000 500 １事業者５台まで

アイドリングストップ支援
機器導入助成金

（全ト協対象機器）
エアヒータ・車載バッテ
リー式冷房装置

120,000 240 ( 全ト協対象機器 ) 
購入費用の１/ ２（上限 12 万）　　　１事業者１台まで

蓄冷クーラー 20,000

300

( 県ト協 ) 
購入費用の１/ ２（上限２万）　 　　１事業者２台まで 

蓄熱マット（ベット）
電気毛布 5,000

( 県ト協 ) 
購入費用の１/ ２（上限 5,000）

（マット・毛布 ) を含めて枚（台）数は登録車両数の 30％以内
※ただし、上限１事業者 10 枚まで

エコタイヤ導入促進助成金 1,000 1,000 １本あたり 1,000 円（１事業者 50 本まで）

グリーン経営認証制度促進助成金
新規認証 30,000

400 新規認証及び更新認証あわせて１事業者の申請は、１回のみとする。
更新認証 20,000

【経営・近代化促進事業】
経
営・近
代
化
促
進
事
業

（* 全ト協）
自家用燃料供給施設整備支援助成事業

新設 1,000,000 2,000 ※公募期間　平成 28 年７月 15 日〜 7 月 29 日
　但し、公募期間内に申請が予算総額を超過した際には、
　１件あたりの助成金額を減額する場合があり。増設 300,000 300

中小企業大学校講座受講促進助成金 中小企業大学校の定めた研修 ー 300 受講料の２/ ３（※短期講座のみ）
信用保証料助成金 信用保証協会 保証料 ー 500 １事業者保証料１/ ２（上限 10 万）

県ト協では、下記のとおり助成制度に取り組んでいます。
会員の方におかれましては、是非ご活用ください。
詳細については、県ト協ホームページの「助成事業に関する規程」をご確認されるか、労働・環境課又は経理課へお問合
せください。
※各助成事業の詳細については、助成規程（要綱）をご確認ください。ご不明な点は、お問合せください。
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現在、厚生労働省では、中小企業における労働時間等の設定の改善を通じた職場意
識の改善を促進するため、職場意識改善に係る計画を作成し、この計画に基づく措置
を効果的に実施した中小企業の事業主を助成するための制度を実施しています。

会員事業者の皆様は、是非ご活用ください。

「職場意識改善助成金｣のご案内
情報
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お問合せ先
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平成28年度中央近代化基金
「補完融資」公募のご案内

（公社）全日本トラック協会が利子補給を行う融資制度です。

1. 公募融資総枠 30 億円

2. 公募期間 平成 28 年６月 20 日（月）から平成 28 年７月 29 日（金）
但し、公募枠の３０億円に達し次第申込みの受付を締め切る。

3. 融資推薦対象
者

（公社）鹿児島県トラック協会の会員で貨物自動車運送事業法の許可を受け
た運送事業者、その共同体及びその持株会社（傘下の貨物自動車運送事業者に
係る資金調達を行う者に限る）であって、商工組合中央金庫（以下「商工中金」
という）との取引資格のある者（予定を含む）。

4. 推薦対象事業 ①トラックターミナル・配送センター等の物流施設の整備に要する資金
②福利厚生施設の整備に要する資金
③荷役機械購入に要する資金
④ 物流効率化に直結する新規施設の場合は、同施設に付帯する事務機器等の購

入資金を含む。
⑤車両購入及び改造は除く。

5. 推薦融資の条
件

※右記以外の条
件については、
別途公募要綱に
記載。

（1）融資限度 ＜一般・物流効率化促進＞
 事業規模が１億円以上 50 億円以内の大規模プロジェクト
 申込み事業者の平成 28 年度以降の投資額の 30％
  （投資額の 30％が 5 千万円未満の場合は 5 千万円）ただ

し、未払金額以内。
 ＜中小企業高度化資金貸付対象事業＞
 中小企業高度化事業に要する資金の 15％

（2）融資利率 取扱金融機関の所定利率（最優遇利率適用）による。
 ※参考：直近の貸出金利…0.95％（平成 28 年 3 月時点）

（3）償還期間  10 年以内（法定耐用年数が 10 年を下回る設備は、法定
耐用年数以内）ただし、主設備と同時に付帯設備投資（事
務機器・荷役機械等）をする場合、その付帯設備につい
ては、主設備と同一の償還期間を認める。（据置期間６ヵ
月以内）。

（4）担保・保証人 取扱金融機関の定めるところによる。

6. 利子補給・利
子補給限度額

個別企業体・共同体とも　　年０．４％
１事業者に対する利子補給は、総額で 2 千万円を限度とする。

7. 推薦適否決定
通知

平成 28 年 8 月 19 日（金）　（予定）

8. 取扱金融機関 商工中金の本支店

9. 申込方法 所定の申込書に見積書（写）を添付し公募期間内に申し込むこと。
（申込書は鹿児島県ト協ホームページからもダウンロードできます）

10. 推薦通知書
の有効期限

平成 29 年３月末日、但し 2 ヶ年度にわたり一体的な整備が必要な不動産投資
等については平成 30 年 3 月末日。

11. 申込・お問
合せ先

（公社）鹿児島県トラック協会　経理課　ＴＥＬ：０９９－２６１－１１６７

12. その他 その他の事項は、公募要綱、全日本トラック協会の「近代化基金運営要領」及
び「中央近代化基金事務取扱細則」の定めるところによる。
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平成28年度中央近代化基金
「燃料費対策特別融資」公募のご案内

（公社）全日本トラック協会が利子補給を行う融資制度です。
①今年度は、鹿児島県ト協の「近代化基金融資」の 8 月の公募は行いませんので、今

後は枠を要望が上回ることが予想されます。
②県ト協の近代化基金融資で車両を導入予定の会員は、この公募を優先的にご利用く

ださい。
③先着順となっていますので、早目の申込みをお願いします。

今年度、鹿児島県ト協の「ポスト新長期規制融資」を利用される方もお申込みでき
ます。

1. 公募融資枠 40 億円〈予定〉（全ト協枠）・・・先着順

2. 公募期間 平成 28 年７月 1 日（金）から平成 28 年９月 30 日（金）…全ト協公募期間
但し、公募枠の 40 億円に達し次第申込みの受付を締め切る（全日本トラック
協会への先着順）
※当協会では別途公募期間を下記のとおり設定して、先着順で受付し全日本ト

ラック協会へ推薦いたします。但し、全日本トラック協会の公募枠に達した
時点で、公募を打ち切ります。

①平成 28 年 6 月１日～ 30 日 ②平成 28 年 7 月 1 日～ 10 日
③平成 28 年 7 月 11 日～ 20 日 ④平成 28 年 7 月 21 日～ 31 日
⑤平成 28 年 8 月 1 日～ 15 日 ⑥平成 28 年 8 月 16 日～ 31 日
⑦平成 28 年 9 月 1 日～ 30 日

3. 融資推薦対象
者

（公社）鹿児島県トラック協会の会員で貨物自動車運送事業法の許可を受け
た運送事業者、その共同体及びその持株会社（傘下の貨物自動車運送事業者に
係る資金調達を行う者に限る）であって、商工組合中央金庫（以下「商工中金」
という）との取引資格のある者（予定を含む）。

4. 推薦対象資金 ポスト新長期規制適合車で且つ平成 27 年度燃費基準を達成した車両の導入に
必要な設備資金。

5. 推薦融資の条
件

（1）融資限度 個別企業体・共同体とも３千万円
 （地方協会の限度額とは別枠とする）

（2）融資利率 取扱金融機関の所定利率（最優遇利率適用）による。
 ※参考：直近の貸出金利…0.95％（平成 28 年 3 月時点）

（3）償還期間 ５年以内（据置期間６ヵ月以内）。
（4）担保・保証人 取扱金融機関の定めるところによる。

6. 利子補給率 個別企業体・共同体とも　　年 0.6％

7. 推薦適否決定
通知予定日 平成 28 年 8 月 19 日（金）、9 月 21 日（水）、10 月 21 日（金）

8. 取扱金融機関 商工中金の本支店

9. 申込方法 所定の申込書に見積書（写）を添付し公募期間内に申し込むこと。
（申込書は鹿児島県ト協ホームページからもダウンロードできます）

10. 推薦通知書
の有効期限

平成 29 年３月末日

11. 申込・お問
合せ先

（公社）鹿児島県トラック協会　経理課　ＴＥＬ：099 － 261 － 1167

12. その他 その他の事項は、全日本トラック協会の「近代化基金運営要領」及び「中央近
代化基金事務取扱細則」の定めるところによる。

（注）上記内容は、変更になる場合もあります。
鹿児島県ト協ホームページまたは、全日本トラック協会ホームページでご確認ください。
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平成28年度自家用燃料供給施設
整備支援事業助成金について

燃料の安定的な確保に取り組む（公社）鹿児島県トラック協会会員事業者（定款第
５条（１）普通会員の（ア）に限る。）が自家用燃料供給施設の新設もしくは増設を行
う場合、その費用の一部を助成します。

※ トラック運送事業協同組合及びトラック運送事業協同組合連合会の方も助成対象になり
ますが、直接全日本トラック協会へ申請してください。

１. 主な助成要件

軽油専用タンク（埋没型）の設置を伴う自家用燃料供給施
設の新設、増設または増設を伴う代替を行い、平成 28 年４
月１日～平成 29 年２月 28 日までに市町村（各市町村地区
消防組合等）より危険物取扱所の完成検査済証の交付を受け
るもの。
※ 新設・増設の事例については、次ページの「タンク設置新

設・増設の事例」の通り。

２. 助成対象者

（公社）鹿児島県トラック協会会員事業者（定款第５条（１）
普通会員の（ア）に限る。）
※ トラック運送事業協同組合及びトラック運送事業協同組合

連合会の方は、直接全日本トラック協会へ申請してください。
注１）交付申請は年度内１施設限りとする。
注２）過去（平成 20 年～ 26 年度）に（公社）全日本トラッ

ク協会から同事業による助成金の交付を受けた会員
事業者、協同組合・連合会は、助成対象外とする。

３. 助成金額

・軽油タンクの新設（設置１箇所分のみ） 100 万円
・軽油タンクの増設、増設を伴う代替 30 万円
※ ただし、公募期間内に申請が予算総額を超過した際には、

１件あたりの助成金額を減額する場合がある。

４. 公募期間
平成 28 年７月 15 日（金）～７月 29 日（金）
※ ただし、公募期間内に助成金交付が予算総額に達しない場

合は、別途公募期間を設ける場合がある。

５. 申込方法

所定の申込書に必要書類を添付し公募期間内に申し込むこ
と。

（申込書は鹿児島県トラック協会、全日本トラック協会ホー
ムページからもダウンロードできます）

詳細は、次ページをご覧ください。

６. 申込・お問合せ先
（公社）鹿児島県トラック協会　経理課
ＴＥＬ：099 － 261 － 1167

７. その他

その他の詳細事項は、全日本トラック協会の「自家用燃料
供給施設整備支援事業助成金交付要綱」、「自家用燃料供給施
設整備支援事業助成金交付要綱実施細目」の定めるところに
よる。
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業界における経営管理者層の資質の更なる向上を図り、経営基盤の一層の強化を目指す観点
から、会員事業者の経営者・管理者等を対象に、中小企業大学校において実施される経営戦略
等の講座を受講された場合、受講料の３分の２を助成します。（県ト協３分の１、全ト協３分の１）

●制度の対象となる講座　【今年度の助成対象は、短期講座のみとなります。】
（１）トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座 （２）実践的な財務管理、利益計画等に関する講座

（３）管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座 （４）女性リーダーの能力開発等に関する講座

（５）情報化、システム構築に関する講座 （６）その他物流事業にかかわる講座

●手続きフロー

※ 1 会員からの複数の申込みも妨げませんが、申込みが多い場合は人数を調整いたします。（ただし、定款第５
条（1）普通会員の「イ」にあたっては、１名とします。）

※「受講申請通知書」「誓約書」「受講修了通知書」は県ト協ホームページからもダウンロードできます。

受講料３分の２を助成します！

①別紙「受講申請通知書」、「誓約書」を提出

②受講承認通知

③講座の申込み及び受講料の納付。受講

④受講終了後、「受講修了通知書」、「受講修了証書（写）」、
「振込金受取書（写）」を添えて助成金申請

⑤助成金の支払い（受講料の３分の２）

会員事業者

県ト協

中小企業大学校

県ト協

平成28年度
中小企業大学校講座受講促進助成制度のご案内

※申込締切日は原則、受講日の 20 日前までとなります。

※申込み状況については、事前にお問合せください。

【
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】
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申請受付期間：平成28年７月１日（金）～14日（木）
　※土・日を除く

受付期間後半は窓口が大変混み合うことが予想されますので、申請予定事業者の方
はお早めに申請されますようお願いします。

【お問合せ先】

公益社団法人鹿児島県トラック協会　適正化事業課

TEL：099-210-9498

平成28年度「安全性優良事業所」
認定のための申請７月開始！

入退会紹介

入会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

平 成 2 8 年 6 月 2 日 一 般 株式会社　平誠重機運輸 山﨑　誠 鹿 児 島 ・ 種
子 屋 久 支 部

普通車 3両

小型車 2両

平 成 2 8 年 6 月1 3日 一 般 株式会社　クロノス　 竹村　健一 鹿 児 島・ 種
子 屋 久 支 部

普通車 6両

小型車

退会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

平 成 2 8 年 5 月2 4日 一 般 有限会社　南九クレーン 西園　博 薩摩中央支部
普通車

小型車

入　会

退　会
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適正化だより
平成28年（5月）巡回指導結果

巡回指導結果では、A 評価（適の割合：90％以上 ) が 58％でした。

指導評価区分では「Ⅳ．車両管理等」が 20.8％の指摘となっております。

項目では、「整備管理者研修の未受講」について指摘が多くなっております

事故発生時における緊急連絡体制について
自動車運送事業者等は、自動車事故報告規則に定める事故があった場合、30 日以内に自動車事故報告書を、

使用の本拠を管轄する運輸支局長に提出しなければなりません。 
自動車事故報告書に加えて、特に重大な事故・事件が発生した場合には、発生からできる限り速やかに（少

なくとも 24 時間以内に）、運輸支局長にその内容を速報しなければなりません。
詳細につきましては、下記フロー及び九州運輸局ホームページをご確認ください。
九州運輸局ホームページ：https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/car/file07b.htm
その他ご不明な点等ありましたら、トラック協会適正化事業課までお気軽にご連絡ください。
（公社）鹿児島県トラック協会 適正化事業課：ＴＥＬ 099 － 210 － 9498

巡回指導評価別結果 (平成28年5月)

37 件
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%

%

%

%

A
B
C
D
E

その他 % % % % %

Ⅵ. 法定福利費

Ⅴ. 労基法等

Ⅳ. 車両管理等

Ⅲ. 運行管理等

Ⅱ. 帳票類の整理等

Ⅰ. 事業計画等

指導区分別(否)比率 (平成28年5月)
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交通安全情報交通安全情報交通安全情報
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B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより
タイトル支部・部会開催状況

月　日 行事名 場　所

6 月 17 日（金） 平成 28 年度第 2 回薩摩北支部役員会
出水運輸センター

（出水市）

6 月 23 日（木） 平成 28 年度第 1 回鹿児島南支部定例会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

6 月 24 日（金） 平成 28 年度第 1 回薩摩南支部定例会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

6 月 24 日（金） 平成 28 年度第 1 回霧島支部定例会 七八（姶良市）

月　日 行事名 場　所

6 月 6 日（月） 平成 28 年度第 1 回食料品部会役員会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

6 月 6 日（月） 青運会定例研修委員会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

6 月 9 日（木） 全ト協平成 28 年度重量部会通常総会
JR ホテルクレメント
高松（香川県）

6 月 15 日（水） 青運会啓発交流委員会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

6 月 21 日（火） 全ト協第 41 回引越部会
ホテルポールスター
札幌（北海道）

6 月 23 日（木） 平成 28 年度第 1 回ダンプ部会役員会
鹿児島県トラック研修
センター（鹿児島市）

6 月 24 日（金） 平成 28 年度第 1 回セメント部会定例会
ホテル・レクストン
鹿児島（鹿児島市）

支　部

部　会
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資料データ資料データ

過積載違反状況　平成28年5月分　　　
資料:鹿児島県警察本部

過積載取締り状況(件数)
年     月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 累計
H27 1 4 4 10 6 3 1 2 1 1 2 2 37
H28 0 1 1

5 割以上 10 割未満の違反が 1 件ありました。
また、通行指示書※が 1 件交付されております。業種としては、その他 1 件。
※通行指示書交付とは、違反現場から目的地までの通行方法について指示をした場合。

積載物としては、木材・砂・砂利の違反が多くなっております。

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10 割未満 10 割以上

■ 木材 0 0 0
■ 残土 1 0 1 1
■ 砂利 0 0 0
合　計 0 0 0 1 0 0 0 1 1

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10 割未満 10 割以上

■その他 1 1 1
■水産物 1 1 1
■機械類 1 1 1
■木材 1 5 3 3 1 4 9 13
■砕石 1 2 3 3
■残土 1 1 1
■砂 1 1 3 1 4 5
■砂利 1 2 1 4 4
合　計 3 9 3 11 0 3 6 23 29

1
2
3

25

20

15

10

5

【積載物・違反取締状況】

【積載物・違反取締状況（H27.4 ～ H28.3）】

鹿児島県トラック協会に寄せられた主な苦情内容  （平成28年4月）

◉ 南九州自動車道で交通量が多く進みが悪いにも関わらず煽り行為、パッシングされた。
◉ 港にシャーシ部分だけが 1 週間ずっと留まっている。迷惑なので移動してもらいたい。
◉ 産業道路で時速 80km で走行したり、停車時の信号待ちで赤から青に変わる前から徐々

に走り始めるなどプロドライバーとして目に余るものがある。
◉ 搬入待ちの緑ナンバートラックが車線とは反対方向にハザードも点灯せずに停車してい

たりとマナーの悪さが目立つ。
◉ 姶良市加治木町のバイパスでダンプの真横を走行中、小石が飛んできてフロントガラス

の左側にヒビが入った。修理代を請求したい。
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資料データ資料データ
鹿児島県内における交通事故の発生状況

（平成28年5月末　資料：鹿児島県警察本部）

県内全交通事故月別状況

事故形態別（平成28年5月末現在）

時間別発生状況（平成２8年5月末現在）

営業用貨物自動車月別発生状況

発生件数 死者数 傷者数
平 成 28 年 2,990 15 3,581
平 成 27 年 3,233 33 3,841
増 減 － 243 － 18 － 260

発生件数 死者数 傷者数
平成 28 年 59 0 74
平成 27 年 64 2 77
増 減 － 5   － 2 － 3

県内の交通事故状況 営業用貨物自動車の交通事故状況
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資料データ資料データ
軽油価格調査報告

（平成28年4月分　資料:全日本トラック協会）

●単純集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

80.17 71.71 80.00 

●元売別集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

J X 日 鉱 日 石 82.60 72.35 79.47 

出 光 79.28 75.00 82.16 

昭 和 シ ェ ル 80.17 73.90 84.29 

エクソンモービル 69.57 

キ グ ナ ス

コ ス モ 78.33 72.30 76.80 

そ の 他 69.00 70.56 78.58 

●月間購入量別集計表　
月額購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロリットル未満 80.87 70.49 80.18 

30～50キロリットル未満 74.82 76.58 

50～100キロリットル未満 96.00 74.71 79.50 

100キロリットル以上

●支払期限別集計表　
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30日未満 79.13 75.71 77.90 

30～60日未満 78.91 70.82 79.95 

60日以上 89.22 72.49 82.32 

●軽油価格推移表　

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

※上記価格には消費税が含まれておりません。
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資料データ資料データ 平成28年6月
協会の動き

◆ 6月 2日（木） ●鹿児島県交通被災者たすけあい協会評議員会
●全ト協第 165 回理事会
●秋田県トラック協会青年部会への物流出前講座に関する研修

◆ 6月 3日（金） ●第 1回経営・近代化促進委員会
●鹿児島県交通安全母の会連絡協議会総会

◆ 6月 6日（月） ●第 1回食料品部会役員会
●青運会定例研修委員会

◆ 6月 7日（火） ●第 1回社会保険事務基礎講座

◆ 6月 9日（木） ●第 2回正副会長会
●全ト協・重量部会　通常総会

◆ 6月 10 日（金）●南九州交通共済協同組合平成 28 年度通常総代会

◆ 6月 14 日（火）●定時社員総会

◆ 6月 15 日（水）●協同組合鹿児島県陸運会館第 37 回通常総会
●労働災害防止団体等連絡協議会（第 2回）
●青運会啓発交流委員会

◆ 6月 16 日（木）●消費税転嫁に関する情報交換

◆ 6月 17 日（金）●第 2 回薩摩北支部役員会
●全ト協青年部会全国代表者協議会研修会

◆ 6月 21 日（火）●全ト協第 41 回引越部会
●商工中金協力会講演会

◆ 6月 22 日（水）●第 3 回正副会長会
●地球環境を守るかごしま県民運動推進会議総会

◆ 6月 23 日（木）●第 1 回ダンプ部会役員会
●九ト協第 68 回通常総会
●九ト協平成 28 年度第 2回専務理事業務連絡会議
●第 1回鹿児島南支部定例会

◆ 6月 24 日（金）●第 1 回薩摩南支部定例会
●第 1回霧島支部定例会
●第 1回セメント部会定例会

◆ 6月 27 日（月）●鹿児島県道路利用者協議会平成 28 年度定期総会

◆ 6月 29 日（水）●第 1 回鹿児島・種子屋久支部定例会
●陸災防全国支部事務局会議

◆ 6月 30 日（木）●日本トラック興業㈱第 55 回定時株主総会
●貨物自動車振興センター第 75 回評議員会
●全ト協第 92 回通常総会・第 166 回理事会
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協会の行事予定
◆ 7月 1日（金） ●鹿児島労働安全衛生大会

◆ 7月 6日（水） ●第 1回食料品部会定例会及び労働安全セミナー

◆ 7月 8日（金） ●交通安全セミナー

●全ト協第 34 回セメント部会

●自動車安全運転センター協力団体との意見交換会

◆ 7月 10 日（日）●第 34 回トラックドライバー・コンテスト鹿児島県大会

◆ 7月 12 日（火）●第 52 回適正化事業業務検討委員会

●鹿児島県運輸事業振興助成補助金交付申請に係る事前審査

●鹿児島県総合防災訓練に係る第 3回打合わせ会

◆ 7月 13 日（水）●飼料 ･畜産輸送部会衛生管理セミナー

◆ 7月 14 日（木）●自動車運転者時間管理等指導員個別訪問

●全ト協常任理事会・理事会合同会議

◆ 7月 15 日（金）●鹿児島県不正軽油対策協議会

●第 2回社会保険事務基礎講座

●鹿児島県高速道路交通安全協議会理事会

●鹿児島県高速道路交通安全協議会表彰受賞式

●鹿児島県高速道路交通安全協議会通常総会

●全ト協第 7回経営改善・情報化委員会

◆ 7月 16 日（土）●南九州四県合同木材輸送部会「部会長会議」

◆ 7月 17 日（日）●大隅北支部ボウリング大会

7月 19 日（火）●全国専務理事業務連絡会議

◆ 7月 20 日（水）●全ト協ダンプトラック部会正副会長会議

◆ 7月 22 日（金）●運行管理者等一般講習（奄美）

◆ 7月 24 日（日）●第 31 回フォークリフト運転競技鹿児島県大会

7月 25 日（月）●第 3 回理事会

◆ 7月 27 日（水）●特別巡回指導、ＩＴ点呼拡大に係る研修会

7月 28 日（木）●全ト協食料品部会

◆ 7月 29 日（金）●初任運転者研修

平成28年7月
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行事予定だより（平成28年〜29年）

平成 28年

7月

3 日（日） 運行管理者等一般講習【都城市】（みゆき学園）
8日（金） 平成 28 年度交通安全セミナー（セフティ会共催）
9日（土） 運行管理者等一般講習【大崎町】（みゆき学園）
10 日（日） 第 34 回トラックドライバー・コンテスト県大会
21 日（木） 整備管理者選任前研修
22 日（金） 運行管理者等一般講習【奄美市】（ＮＡＳＶＡ）
29 日（金） 初任運転者研修

30日（土）～ 1日（月） 運行管理者等基礎講習【鹿児島市】（おんが自動車学校）

8月

20 日（土） 運行管理者試験対策事前講習会
28 日（日） 平成 28 年度第 1回運行管理者試験（運行管理者試験センター）

9月

3 日（土） 第 12 回ベストエコドライブ・コンテスト
15 日（木） 運行管理者等一般講習【鹿屋市】（ＮＡＳＶＡ）
26 日（月） 運行管理者等一般講習【都城市】（みゆき学園）
29 日（木） 運行管理者等一般講習【鹿児島市】（ＮＡＳＶＡ）

10月

11 日（火） 運行管理者等一般講習【都城市】（みゆき学園）
18 日（火） メンタルヘルス対策セミナー・交通労働災害防止担当管理者等研修会

19 日（水）、21 日（金） 運行管理者等一般講習【鹿児島市】（ＮＡＳＶＡ）
中下旬 「トラックの日」フェスティバル 2016

11月

未定 安全性評価事業説明会
7日（月）、20 日（日） 運行管理者等一般講習【都城市】（みゆき学園）

12月

平成 29年

1月

13 日（金） 初任運転者研修
14 日（土） 運行管理者等一般講習【鹿児島市】（おんが自動車学校）
未定 平成 28 年度物流セミナー（～ 2月）

2月

未定 幹部・管理者研修	 	 	 	 	 	

3月

鹿児島県トラック協会年間行事予定表
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

目　　的
フォークリフト運転競技を通じ、遵法精神と安全意識の高揚及び運転の知識と技能の向

上を図り、もって職場における安全作業の確立と労働災害防止の推進に資することとする。

主　　催　
陸上貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部

後　　援
鹿児島労働局

協　　賛
公益社団法人 鹿児島県トラック協会

日時及び場所
（１）日時　平成 28 年７月 24 日（日）　９時から
（２）場所　鹿児島県トラック研修センター

競技部門
「一般の部」の１部門とする。

参加資格
参加推薦日において、次のいずれにも該当する者とする。

（１）陸運災防鹿児島県支部の会員事業者に勤務する従業員で、勤務成績が優秀であり、かつ、フォー
クリフト運転技能講習修了後１年以上経過していること。

（２）フォークリフト又は自動車の運転により、過去１年間事故を起こしたことがないこと。また、
過去３年間 ( フォークリフト運転技能講習修了又は自動車運転免許取得後の期間が３年に満
たない者については、当該３年に満たない期間 ) 人身事故を起こしたことがないこと。

（３）過去の全国大会の入賞者 ( 第１位から第５位までの者 ) でないこと。

競技種目　［学科のみ］
関係法令、走行及び荷役に関する装置の構造、運転に必要な力学

参加申込方法
以下の３点を揃えてお申込みください。
① 申込書（次ページの申込書をご利用ください）
② フォークリフト運転技能講習修了証の写し（講習名・修了証番号・交付年月日が確認出来るもの）
③ 自動車運転免許証の写し・運転記録証明書交付手続き委任状（様式については、当支部までお

問合せください）

申込締切日 
平成 28 年７月 14 日（木）【必着】

【お申込み・お問合せ】

陸上貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部

〒891-0131 鹿児島市谷山港2-4-15　TEL:099-284-6217

第31回フォークリフト運転競技鹿児島県大会のご案内
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

陸災防では、7 月 1 日から 31 日において標記運動を実施し、死傷災害の多くを占める荷
役災害防止を中心として、昨年 12 月から義務付けとなったストレスチェック制度の導入促
進、「STOP ！転倒災害プロジェクト」並びに厚生労働省労働基準局安全衛生部長より要請
があった「交通労働災害防止対策の推進にかかる要請について」を踏まえた取組みを一層進
めてまいります。

リスクの高まる暑い夏場、なお一層積極的な災害防止活動への取り組みをお願いします。

●実 施 期 間 平成 28 年 7 月 1 日（金）から 7 月 31 日（日）まで

●スローガン 「セルフケア　ストレスチェックで見直そう　心と体と職場の環境」

●主　唱　者 陸上貨物運送事業労働災害防止協会の本部及び各都道府県支部

●後　　　援 厚生労働省

●会員事業場の実施事項
①　経営トップは、労働災害防止のためにその所信を明らかにするとともに、自らが職場の安全パトロー

ル等を行い、労働災害防止について従業員への呼びかけを行う。
②　安全管理者、安全衛生推進者等は、本運動期間中「職場の安全衛生自主点検表」により職場の安全

衛生点検を行う。
③　安全旗の掲揚、安全ポスター・のぼり等の掲示を行う。
④　「荷役ガイドライン」に基づき、荷主等の協力を得て積卸し作業の

内容の確認・把握を行い、荷役作業に伴う安全上の確認事項をあ
らかじめ運転手に提供できるように、荷主等との ｢運送契約時に
必要な連絡調整に係る事項｣ の文書による取決めや「安全作業連
絡書」の活用を図る。

※　「夏期労働災害防止強調運動実施要綱」及び「職場の安全
衛生自主点検表」は、陸上貨物運送事業労働災害防止協会
のホームページからダウンロードできます。

陸災防協会

「夏期労働災害防止強調月間」懸垂幕が必要な方は、お問合せください。

ただし、数に限りがあり、ご希望に添えない場合があります。

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 鹿児島県支部

TEL：099-284-6217　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成28年度陸上貨物運送事業夏期労働災害防止強調運動実施のお知らせ

平成 28 年６月 14 日の通常総会において、提出議案が全て承認されました。
これに伴い、陸災防協会費が次のとおり変更になりましたのでお知らせします。

平等割（年）　500 円　⇒　1,000 円
今後は会員事業所の安全意識の高揚や事故防止の普及を図るべく、安全教材のＤＶＤ配布

や外部講師によるメンタルヘルス対策セミナーを実施する予定です。

陸災防会費見直しのお知らせ
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陸上貨物運送事業月別死傷災害発生状況

県内業種別死傷災害発生状況（累計）

県内の死傷災害形態別発生状況（平成 28 年）

鹿児島県内における労働災害の発生状況（5月末現在）
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～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社

主　な　内　容
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Kagoshima truck information

情報ボックス
「平成28年熊本地震」義援金のお礼とご報告
初任運転者研修のご案内
運行管理者試験対策事前講習会のご案内
事前対策講習会を受講し、運行管理者試験に

合格しました！
ドライブレコーダー導入促進助成に係る対象

機器追加等のお知らせ　 など

巻頭
平成28年度定時社員総会
会長就任のご挨拶

TOPICS
平成28年度第1回経営・近代化促進委員会
 など

お知らせ掲示板
平成28年度「夏の交通事故防止運動」 など

「暑い夏をすずしく～」平成27年度「夢のあるトラック」絵画コンクール　5年生部門優秀賞　鹿児島市立牟礼岡小学校 望月虹呼 さん


